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1 月 30 日（土）島根県松江市にて行われた	

「STOP！多様な教育機会確保法案	１・３０緊急フォーラム」	

（主催：松江	不登校を考える会「カタクリの会」、NPO 法人 YC スタジオ、	

不登校・ひきこもりを考える当事者と親の会ネットワーク）へ寄せられた、	

当事者の方のコメントをご紹介いたします。	

	

	 わたしは東京在住で、小学校でいじめにあい、中学２年で不登校をし、３０歳の今、ようやく家で落

ち着いて過ごせるようになった矢先に、「義務教育の段階に相当する普通教育の機会の確保に関する法律

案」を知りました。	

	

	 「STOP！多様な教育機会確保法案」の HP で、９月９日、１１月２日に行われた集会の動画を何度も見

て、この法案は危ないんじゃないかなあ、と思うようになってきました。が、本当に身に迫るような危

機感を覚えたのは、数日前に居場所に置いてあった去年の１１月１３日の朝日新聞「『学校外で義務教育』

１８年にも新制度	 自民慎重派容認」の記事を見たときです。	

	 	 『いじめなどで学校に通えない子どもの学習を支援するのが目的だ。』	

	 	 『学校への復帰を目指す場合、籍を置いた学校の教育内容を踏まえた「個別支援方針」を市町村教

委が作る。子どもは教委の支援を受けながら学習を進める』	

	 これらの文章を読んで、この法案が成立してしまえば、１番迷惑を被るのは、不登校をしてフリース

クールにもどこにも在籍せず、家を居場所に暮らしている子どもたちだ！と、頭ではなく身体中で感じ

ていました。	

	 わたしは中学２年の２学期に、エネルギーが切れるように学校に行かなくなりました。しかし学校を

欠席して家にいても全く休めず、罪悪感を感じる時間の方が多かったです。そして親も不安に陥ってい

るので、せめて規則正しい生活を崩さないようにと朝起こしにきたり、ちょっとでも家で勉強させよう

としたりと、もう双方の願いや思いが全く合致せず、非常に辛い日々が続きました。	

	 中学、高校、大学の年齢の頃は、そういう所に通えない、自分を合わせることが出来ないことに罪悪

感を感じ、社会で働いて当たり前の年になると、人や集団が怖くて働きに出られないことを引け目に感

じながらも、どうすることもできませんでした。	

	 そして、社会の価値観に合わせられない自分を責め、どうすれば社会という集団に自分が仲間入りで

きるか、合わせることが出来るか、そればかり考えていました。合わせられない自分が悪い、自分に問

題がある。不登校してから、ずっとそう思っていました。	

	

	 そこから解放されたのは、去年の１０月、当事者の集まりで他の参加者の方が、「アウェーからは離れ

ていい」という言葉を言ってくれたからです。	

	 サッカーの中継などでよく出てくる、HOME（ホーム）＆AWAY（アウェー）のことですが、この言葉が、
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本当に大きなきっかけになりました。	

	 そこがアウェーなら、合わせる必要ない。アウェーからは離れよう、離れていいんだ。	

	 この言葉のおかげで、中学２年で不登校をしてから１６年目に、私ははじめて、心から、自分を肯定

することができました。	

	

	 この法案が成立してしまえば、学校とフリースクールが、国のもとで同等に扱われることになると思

います。	

	 そうなると不登校の子のいる家庭でどういうことが起こるか、自分の当時の状況を思い出しながら想

像してみました。	

	

	 学校で辛いことがあり、行けなくなった	

	 ≫学校がだめならフリースクールだね（という社会的、組織的な圧力がかかる）	

	 ≫フリースクールも（合わないので）行けなくなった	

	 ≫家にいる	

	 ≫学校も駄目、フリースクールも駄目か、という目で見られる（子ども自身がそういうふうに感じて、

自分を劣った存在だと感じてしまう可能性大です）	

	

というふうになっていくのではないかと心配しています。	

	 学校から離れ、どこよりも家が落ち着く場所だと安心して１人で休息している子どものところに、学

校あるいは教育関係者が干渉してきて、「家で安心して生活できるようになって良かったですね。でも、

出来れば、フリースクールにも行けるようになって、お友達と遊んだりできるようになるのが望ましい

ですね～」という見えない圧力が、子どもや親にかけられていくのではないでしょうか。	

	 わたしは不登校をした後、フリースクールに見学にも行きましたが、合わない、家で過ごしたい、と

思った元当事者です。	

	 今回の法案が、かつての自分のような立場の子どもから、生存権すら奪うことになりかねないと、強

い危機感を抱いています。	

	 １月３０日に松江で行われる「STOP！多様な教育機会確保法案	 １．３０緊急フォーラム」には行け

ないのですが、気持ちだけでも参加をさせていただきたいと思い、このようなお手紙を書いてしまいま

した。	

	 お忙しいなか長々としたメールを送ってしまい、大変申し訳ありません。	

東京から、フォーラムが成功しますように、応援しています！	

	

	

	


